
5-6-1 

5.6 生態系 

1.既存資料調査 

(1)調査項目 

動物相及び植物相の状況 

(2)調査地域 

対象事業実施区域及びその周辺 

(3)調査方法 

文献その他資料の収集、整理によった。 

(4)調査結果 

調査結果は、前掲「5.4 動物」、「5.5 植物」に示すとおりとした。 
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2.現地調査 

(1)調査項目 

①生態系の構成内容 

地域を特徴づける生態系の基盤及び構成種 

②生物間の相互関係 

生態系の構成種と基盤との関係及び食物連鎖上の関係 

③指標種 

生態系を特徴づける種又は群集 

(2)調査地域 

前掲「動物」及び「植物」と同様の地域（対象事業実施区域及びその周辺） 

(3)調査地点 

前掲「動物」及び「植物」と同様の地域（対象事業実施区域及びその周辺） 

(4)調査期間 

前掲「動物」及び「植物」と同様の期間 

(5)調査方法 

①生態系の構成内容 

動物及び植物の現地調査結果等に基づき、対象事業実施区域及びその周辺の地域を特徴

づける生態系の基盤及び構成種を把握する方法 

②生物間の相互関係 

動物及び植物の現地調査結果等に基づき、対象事業実施区域及びその周辺の地域の生態

系の構成種と基盤との関係及び食物連鎖上の関係を把握する方法 

③指標種 

動物及び植物の現地調査結果等に基づき、対象事業実施区域及びその周辺の地域の生態

系を特徴づける指標種を設定する方法 
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(6)調査結果 

①生態系の構成内容 

ａ地域を特徴づける生態系の基盤 

動物及び植物の現地調査結果及び既存資料調査を基に、地域を特徴づける生態系の基盤

となる環境の類型区分を行った。 

表 5-6-1、図 5-6-1 に示すとおり、対象事業実施区域を含む調査範囲における環境を「樹

林」、「耕作地（市街地を含む）」、「水域（渓流・湿地）」の３つに区分した。 

 

表 5-6-1 調査範囲における環境区分 

類型区分 表層地質 地形 環境 植生区分 

樹林 輝緑岩・はんれい岩 

チャート・粘板岩・

輝緑凝灰岩、石灰岩 

山地 

丘陵地 

森林植生 アカマツ群落、コナラ群落、

シイ・カシ二次林、アカメガ

シワ－ネムノキ群落、スギ・

ヒノキ植林、竹林、低木群落、

伐採跡地群落 

耕作地 

（市街地

を含む） 

チャート・粘板岩・

輝緑凝灰岩、石灰岩 

谷底 

平野 

耕作地植生 

二次草地植生

ススキ群落、一部のミゾソバ

群落、一部のヤナギタデ群落、

シロバナサクラタデ群落、路

傍・空地雑草群落、樹園地、

果樹園、茶畑、水田雑草群落、

畑雑草群落、住宅地 

水域 

（渓流・

湿地） 

輝緑岩・はんれい岩 

チャート・粘板岩・

輝緑凝灰岩 

山地 

丘陵地 

谷底平野

渓流植生 

湿地植生 

一部の森林植

生（湿地） 

セキショウ群集、ミゾソバ群

落、ヤナギタデ群落、アカマ

ツ群落、コナラ群落、シイ・

カシ二次林、アカメガシワ－

ネムノキ群落、スギ・ヒノキ

植林 
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図 5-6-1 生態系の類型区分  
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ｂ地域を特徴づける生態系の構成種 

動物及び植物の現地調査結果を基に、各類型区分における代表的な生物種（生態系の構

成種）を整理した結果を表 5-6-2 に示す。 

 

表 5-6-2(1) 各類型区分における代表的な生物種 

類型区分 

分類群 
樹林 

耕作地 

（市街地を含む） 

水域 

（湿地・渓流） 

植物 

ｱｶﾏﾂ､ｺﾅﾗ､ｱﾍﾞﾏｷ､ﾂﾌﾞﾗｼﾞ

ｲ､ｱﾗｶｼ､ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ､ﾓｳｿｳﾁ

ｸ､ﾈﾑﾉｷ､ｵｵｷｼﾞﾉｵ､ｺｼﾀﾞ､ｳ

ﾗｼﾞﾛ､ｺﾊﾞﾉｶﾅﾜﾗﾋﾞ､ﾏﾙﾊﾞ

ﾍﾞﾆｼﾀﾞ､ｲﾉﾃﾞ､ﾑｸﾉｷ､ｴﾉｷ､

ｲﾇﾋﾞﾜ､ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ､ｻｶｷ､ｼﾛ

ﾀﾞﾓ､ﾋﾒｼｬﾗ､ｶｽﾐｻﾞｸﾗ､ﾌﾕｲ

ﾁｺﾞ､ｱｶﾒｶﾞｼﾜ､ｼﾗｷ､ﾋﾒﾕｽﾞ

ﾘﾊ､ﾔﾏｳﾙｼ､ｳﾘｶｴﾃﾞ､ﾔﾏﾋﾞ

ﾜ､ｱｵﾊﾀﾞ､ｿﾖｺﾞ､ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ､

ﾐｽﾞｷ､ﾀｶﾉﾂﾒ､ﾘｮｳﾌﾞ､ﾓﾁﾂﾂ

ｼﾞ､ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ､ﾔﾌﾞｺｳ

ｼﾞ､ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ､ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵ

ｼ､ｼﾛﾖﾒﾅ､ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ､ﾅｶﾞﾊﾞ

ﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ､ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ､ﾅｶﾞ

ﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ､ﾒｱｵｽｹﾞ､ﾋｶｹﾞ

ｽｹﾞ､ﾅｷﾘｽｹﾞ等 

ｽｷﾞﾅ､ｲﾉﾓﾄｿｳ､ｶﾗﾑｼ､ｸﾜｸ

ｻ､ﾊﾅﾀﾃﾞ､ｽｲﾊﾞ､ｽﾍﾞﾘﾋﾕ､ﾉ

ﾐﾉﾌｽﾏ､ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ､ｹﾞﾝ

ｹﾞ､ﾈｺﾊｷﾞ､ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ､ｴ

ﾉｷｸﾞｻ､ｺﾐｶﾝｿｳ､ｷｶｼｸﾞｻ､ｱ

ﾌﾞﾉﾒ､ｳﾘｸｻ､ﾐｿﾞｶｸｼ､ｵｶﾄﾗ

ﾉｵ､ﾅﾝﾊﾞﾝｷﾞｾﾙ､ﾖﾓｷﾞ､ﾋﾒﾑ

ｶｼﾖﾓｷﾞ､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ､ｷﾂ

ﾈｱｻﾞﾐ､ﾋﾛﾊﾀﾝﾎﾟﾎﾟ､ｳﾘｶﾜ､

ｺﾅｷﾞ､ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ､ﾄﾀﾞｼﾊﾞ､

ｽｽｷ､ﾁｶﾞﾔ､ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ､ﾒ

ﾋｼﾊﾞ､ｵﾋｼﾊﾞ､ｲﾇﾋﾞｴ､ｱｷﾉｴ

ﾉｺﾛｸﾞｻ､ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ､ﾋﾒｸ

ｸﾞ､ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ等 

■栽培種 

ｲﾈ､ｸﾘ､ｼｷﾐ､ﾁｬﾉｷ等 

ｲﾌﾞｷｼﾀﾞ､ﾋﾒｼﾀﾞ､ｲﾜﾋﾄﾃﾞ､

ｵｵﾊﾞﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ､ｾｷｼｮｳ､ﾔﾅ

ｷﾞﾀﾃﾞ､ﾐｿﾞｿﾊﾞ､ｺｹｵﾄｷﾞﾘ､

ﾂﾎﾞｽﾐﾚ､ｱｶﾊﾞﾅ､ｾﾘ､ﾇﾏﾄﾗﾉ

ｵ､ｱｹﾎﾞﾉｿｳ､ｺﾊﾞﾉｶﾓﾒﾂﾞﾙ､

ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ､ﾎｻﾞｷﾉﾐﾐｶｷｸﾞｻ､

ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ､ｺｼﾛﾈ､ｲﾇｺｳｼﾞｭ､

ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ､ﾐﾉｺﾞﾒ､ﾐﾔﾏ

ｼﾗｽｹﾞ､ﾃｷﾘｽｹﾞ､ﾀﾁｽｹﾞ､ｵｵ

ﾊﾘｲ、ｱﾌﾞﾗｶﾞﾔ等 

哺乳類 

ﾋﾐｽﾞ､ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ､ｺｳﾓﾘ

目､ﾆﾎﾝｻﾞﾙ､ﾉｳｻｷﾞ､ﾆﾎﾝﾘ

ｽ､ﾑｻｻﾋﾞ､ｱｶﾈｽﾞﾐ､ﾋﾒﾈｽﾞ

ﾐ､ﾀﾇｷ､ﾃﾝ､ｲﾀﾁ属､ﾆﾎﾝｱﾅ

ｸﾞﾏ､ﾊｸﾋﾞｼﾝ､ｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝｼﾞ

ｶ､ｶﾓｼｶ 

ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ､ｺｳﾓﾘ目､ﾉｳｻ

ｷﾞ､ｱｶﾈｽﾞﾐ､ｶﾔﾈｽﾞﾐ､ﾀﾇｷ､

ｲﾀﾁ属､ﾊｸﾋﾞｼﾝ､ｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝ

ｼﾞｶ 

ｺｳﾓﾘ目､ﾆﾎﾝｻﾞﾙ､ﾉｳｻｷﾞ､ﾆ

ﾎﾝﾘｽ､ﾑｻｻﾋﾞ､ｱｶﾈｽﾞﾐ､ﾋﾒﾈ

ｽﾞﾐ､ﾀﾇｷ､ﾃﾝ､ｲﾀﾁ属､ﾆﾎﾝｱ

ﾅｸﾞﾏ､ﾊｸﾋﾞｼﾝ､ｲﾉｼｼ､ﾆﾎﾝ

ｼﾞｶ､ｶﾓｼｶ 

鳥類 

ｻｼﾊﾞ､ﾉｽﾘ､ｸﾏﾀｶ､ｴﾅｶﾞ､ﾔﾏ

ｶﾞﾗ､ｼｼﾞｭｳｶﾗ､ｷｼﾞﾊﾞﾄ､ﾊｼ

ﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ､ｺｹﾞﾗ､ｶｹｽ､ｱｵｹﾞ

ﾗ､ｱｵﾊﾞﾄ､ｺｼﾞｭｹｲ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､

ｱｶｹﾞﾗ､ｷﾋﾞﾀｷ､ｻﾝｺｳﾁｮｳ､ｵ

ｵﾙﾘ､ﾔﾌﾞｻﾒ､ﾎﾄﾄｷﾞｽ､ｼﾛﾊ

ﾗ､ｸﾛｼﾞ､ｳｿ､ｶｼﾗﾀﾞｶ 

ｻｼﾊﾞ､ﾉｽﾘ､ﾊｲﾀｶ､ﾄﾋﾞ､ﾋﾖ

ﾄﾞﾘ､ﾒｼﾞﾛ､ｷｼﾞﾊﾞﾄ､ﾊｼﾌﾞﾄ

ｶﾞﾗｽ､ｶﾜﾗﾋﾜ､ﾎｵｼﾞﾛ､ﾊｼﾎﾞ

ｿｶﾞﾗｽ､ﾓｽﾞ､ｶﾙｶﾞﾓ､ﾂﾊﾞﾒ､

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ､ﾂｸﾞﾐ､ﾋﾞﾝｽﾞｲ 

ｻｼﾊﾞ､ｷｾｷﾚｲ､ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ､ﾔ

ﾌﾞｻﾒ､ｻﾝｼｮｳｸｲ､ﾐｿｻｻﾞｲ､ｺ

ﾏﾄﾞﾘ 

は虫類 

ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ､ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ､

ﾀｶﾁﾎﾍﾋﾞ､ｼﾏﾍﾋﾞ､ｱｵﾀﾞｲｼｮ

ｳ､ｼﾞﾑｸﾞﾘ､ｼﾛﾏﾀﾞﾗ､ﾔﾏｶｶﾞ

ｼ､ﾆﾎﾝﾏﾑｼ 

ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ､ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ､

ｼﾏﾍﾋﾞ､ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ､ﾋﾊﾞｶﾘ､

ﾔﾏｶｶﾞｼ､ﾆﾎﾝﾏﾑｼ 

ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ､ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ､

ｼﾏﾍﾋﾞ､ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ､ﾋﾊﾞｶﾘ､

ﾔﾏｶｶﾞｼ､ﾆﾎﾝﾏﾑｼ 

両生類 

ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ､ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾆﾎ

ﾝｱｶｶﾞｴﾙ､ﾈﾊﾞﾀｺﾞｶﾞｴﾙ､ﾓﾘ

ｱｵｶﾞｴﾙ 

ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾆﾎﾝｱﾏｶﾞｴﾙ､

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ､ﾇﾏｶﾞｴﾙ､ｼｭﾚｰ

ｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ 

ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ､ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ､ﾆﾎ

ﾝｱｶｶﾞｴﾙ､ﾈﾊﾞﾀｺﾞｶﾞｴﾙ､ﾂﾁ

ｶﾞｴﾙ､ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ 
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表 5-6-2(2) 各類型区分における代表的な生物種 

類型区分 

分類群 
樹林 

耕作地 

（市街地を含む） 

水域 

（湿地・渓流） 

昆虫類 

ｺﾛｷﾞｽ､ﾔﾏｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ､ｸﾁｷ
ｺｵﾛｷﾞ､ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ､ﾋｸﾞﾗｼ､ﾓ
ﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ､ﾔﾆｻｼｶﾞﾒ､ｸｻｷﾞ
ｶﾒﾑｼ､ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ､ｱｵｽ
ｼﾞｱｹﾞﾊ､ﾙﾘﾀﾃﾊ､ｸﾛｺﾉﾏﾁｮ
ｳ､ｲﾎﾞﾀｶﾞ､ｵｵﾐｽﾞｱｵ､ﾐｶﾜｵ
ｻﾑｼ､ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ､ｵｵｽｼﾞｺｶﾞ
ﾈ､ﾋﾒｽｷﾞｶﾐｷﾘ､ｸﾛｶﾐｷﾘ､ﾋﾗ
ｽﾞﾈﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ､ﾐﾔﾏｸﾜ
ｶﾞﾀ､ｶﾌﾞﾄﾑｼ､ﾀﾏﾑｼ､ﾌﾀﾓﾝｳ
ﾊﾞﾀﾏｺﾒﾂｷ､ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ､ｷﾑ
ﾈｸﾏﾊﾞﾁ等 

ﾎｿﾐｲﾄﾄﾝﾎﾞ､ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ､ｵｵ
ｶﾏｷﾘ､ｸﾂﾜﾑｼ､ｸｻｷﾘ､ｴﾝﾏｺｵ
ﾛｷﾞ､ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀ､ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ､
ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ､ﾀﾃｽｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲｳ
ﾝｶ､ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ､ｳﾃﾞﾜﾕﾐｱ
ｼｻｼｶﾞﾒ､ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ､ｱﾒﾝ
ﾎﾞ､ｺｵｲﾑｼ､ﾏﾂﾓﾑｼ､ｳﾗﾅﾐｼ
ｼﾞﾐ､ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ､ｼｵﾔｱ
ﾌﾞ､ｲﾈｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ､ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞ
ﾐﾑｼ､ﾋﾒｶﾞﾑｼ､ｺｶﾞﾈﾑｼ､ｴﾀﾞ
ﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ､ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ､ﾀ
ﾃﾞﾉｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ､ﾊｸﾞﾛﾊ
ﾊﾞﾁ､ﾀﾃﾞﾊﾊﾞﾁ、ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ
等 

ｵﾆﾔﾝﾏ､ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ､ｵｵｼｵｶﾗﾄ
ﾝﾎﾞ､ﾔﾁｽｽﾞ､ﾄｹﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ､ﾔ
ｽﾏﾂｱﾒﾝﾎﾞ､ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑ
ｼ､ｶﾜﾁｺﾞﾐﾑｼ等 

陸産貝類 
ﾔﾏﾀﾆｼ､ﾋﾀﾞﾘﾏｷｺﾞﾏｶﾞｲ､ｲ
ﾌﾞｷｺﾞﾏｶﾞｲ､ﾔｸｼﾏﾋﾒﾍﾞｯｺ
ｳ､ﾆｯﾎﾟﾝﾏｲﾏｲ 

ﾔﾏﾀﾆｼ､ﾏﾒﾏｲﾏｲ､ｵｵｹﾏｲﾏｲ、
ﾋﾗﾏｲﾏｲ － 

魚類 － － 
ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ､ﾄｳｶｲﾅｶﾞﾚﾎﾄｹ
ﾄﾞｼﾞｮｳ 

底生動物 
（淡水産
貝類含む） 

－ － 

ｶﾜﾆﾅ､ｻﾜｶﾞﾆ､ﾌﾀｽｼﾞﾓﾝｶｹﾞ
ﾛｳ､ﾌｻｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属､ﾋｹﾞﾕｽ
ﾘｶ属､ﾐｽﾞﾑｼ､ﾋﾒﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛ
ﾑｼ 

表層地質 
輝緑岩・はんれい岩、チ
ャート・粘板岩・輝緑凝
灰岩、石灰岩 

チャート・粘板岩・輝緑
凝灰岩、石灰岩 

輝緑岩・はんれい岩、チ
ャート・粘板岩・輝緑凝
灰岩 

植生 

アカマツ群落、コナラ群
落、シイ・カシ二次林、
アカメガシワ－ネムノキ
群落、スギ・ヒノキ植林、
竹林、低木群落、伐採跡
地群落 

ススキ群落、ミゾソバ群
落、ヤナギタデ群落、シ
ロバナサクラタデ群落、
路傍・空地雑草群落、樹
園地、果樹園、茶畑、水
田雑草群落、畑雑草群落、
住宅地 

セキショウ群集、ミゾソ
バ群落、ヤナギタデ群落、
アカマツ群落、コナラ群
落、シイ・カシ二次林、
アカメガシワ－ネムノキ
群落、スギ・ヒノキ植林 
 

地形 山地・丘陵地 谷底平野 山地・丘陵地・谷底平野
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②生物間の相互関係 

動物及び植物の現地調査結果を基に、対象事業実施区域及びその周辺において想定され

る食物連鎖模式図を図 5-6-2、生態系模式断面図を図 5-6-3 に示す。 

樹林、耕作地、水域（渓流・湿地）を生態系の基盤とし、クマタカ等の猛禽類やタヌキ

等の雑食性哺乳類を頂点（高次消費者）とする構造となる。その中間には、中・小型の哺

乳類、鳥類、カエル類等の両生類、ヘビ類等の爬虫類、その他、魚類、昆虫類、陸産貝類

等が中間の消費者として存在している。 
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図 5-6-2 生態系の食物連鎖模式図  

ｱｵﾀﾞｲｼｮｳ
ｼﾞﾑｸﾞﾘ
ﾆﾎﾝﾏﾑｼ

ﾆﾎﾝｲﾉｼｼ ﾔﾏｶｶﾞｼ
ｼﾏﾍﾋﾞ
ﾆﾎﾝﾏﾑｼ

ﾔﾏｶｶﾞｼ
ｼﾏﾍﾋﾞ

高次
消費者

鳥類(猛禽類)
ｸﾏﾀｶ

鳥類(猛禽類)
雑食性哺乳類 ｻｼﾊﾞ

ﾀﾇｷ、ｲﾀﾁ属の一種、ﾃﾝ、ﾊｸﾋﾞｼﾝ、ﾆﾎﾝｱﾅｸﾞﾏ

は虫類 大型哺乳類 は虫類 は虫類

中・小型鳥類 中型鳥類 は虫類 中・小型鳥類

ﾔﾏｶﾞﾗ
ﾔﾏﾄﾞﾘ
ｺｼﾞｭｹｲ
ｶｹｽ
ｱｵｹﾞﾗ
ｵｵﾙﾘ
ｼﾛﾊﾗ

ｱｶｼｮｳﾋﾞﾝ ﾋﾊﾞｶﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ
ﾎｵｼﾞﾛ
ﾓｽﾞ
ﾂﾊﾞﾒ
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
ﾂｸﾞﾐ

大型哺乳類 小型鳥類

哺乳類・は虫類・両生類

ﾑｻｻﾋﾞ
ﾆﾎﾝﾘｽ

ﾉｳｻｷﾞ ﾋﾒﾈｽﾞﾐ
ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ
ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ
ｱｶﾊﾗｲﾓﾘ
ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ
ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ
ﾈﾊﾞﾀｺﾞｶﾞｴﾙ

ﾆﾎﾝｼﾞｶ
ｶﾓｼｶ

ｷｾｷﾚｲ
ﾐｿｻｻﾞｲ

中・小型哺乳類 哺乳類・は虫類・両生類 中型哺乳類 哺乳類・は虫類・両生類

底生動物
ｻﾜｶﾞﾆ

昆虫類・陸産貝類 昆虫類 淡水魚類 両生類(幼生・幼体)

木本類：ｱｶﾏﾂ、ｺﾅﾗ、ﾂﾌﾞﾗｼﾞｲ、ｽｷﾞ、ﾋﾉｷ、ﾓｳｿｳﾁｸ、ﾈﾑﾉｷ、ﾑｸﾉｷ、ｴﾉｷ、
　　　　　ﾋﾒｼｬﾗ、ｶｽﾐｻﾞｸﾗ、ﾔﾏｳﾙｼ、ｳﾘｶｴﾃﾞ、ﾔﾏﾋﾞﾜ、ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ、ﾓﾁﾂﾂｼﾞ、ﾘｮｳﾌﾞ等
草本類：ｺｼﾀﾞ、ｳﾗｼﾞﾛ、ﾏﾙﾊﾞﾍﾞﾆｼﾀﾞ、ﾔﾌﾞｺｳｼﾞ、ｼﾗﾔﾏｷﾞｸ、ﾅｶﾞﾊﾞﾉｺｳﾔﾎﾞｳｷ、
　　　　　ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ、ﾅｶﾞﾊﾞｼﾞｬﾉﾋｹﾞ、ﾋｶｹﾞｽｹﾞ等
植生：ｱｶﾏﾂ群落、ｺﾅﾗ群落、ｼｲ・ｶｼ二次林、ｱｶﾒｶﾞｼﾜ－ﾈﾑﾉｷ群落、
　　　　ｽｷﾞ・ﾋﾉｷ植林、竹林、低木林、伐採跡地群落

木本類：ｺﾅﾗ、ｽｷﾞ、ﾋﾉｷ、ｱﾗｶｼ、ｻｶｷ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ、ｱｶﾒｶﾞｼﾜ、ﾐｽﾞｷ、ｲﾇﾋﾞﾜ等
草本類：ｲﾌﾞｷｼﾀﾞ、ﾋﾒｼﾀﾞ、ｲﾜﾋﾄﾃﾞ、ｾｷｼｮｳ、ﾐｿﾞｿﾊﾞ、ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ、ﾂﾎﾞｽﾐﾚ、ｱｶﾊﾞﾅ、
　　　　　ｱｹﾎﾞﾉｿｳ、ﾐｽﾞﾊｺﾍﾞ、ﾎｻﾞｷﾉﾐﾐｶｷｸﾞｻ、ｲﾇﾄｳﾊﾞﾅ、ｺｼﾛﾈ、ｺｳｶﾞｲｾﾞｷｼｮｳ、
　　　　　ﾐﾔﾏｼﾗｽｹﾞ、ﾃｷﾘｽｹﾞ、ﾀﾁｽｹﾞ、ｵｵﾊﾘｲ等
植生：ｺﾅﾗ群落、ｽｷﾞ・ﾋﾉｷ植林、ﾐｿﾞｿﾊﾞ群落、ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ群落、ｾｷｼｮｳ群集等

栽培種：ｲﾈ、ｼｷﾐ、ﾁｬﾉｷ等
草本類：ｽｷﾞﾅ、ｶﾗﾑｼ、ｸﾜｸｻ、ﾊﾅﾀﾃﾞ、ｽﾍﾞﾘﾋﾕ、ﾉﾐﾉﾌｽﾏ、ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ、ｴﾉｷｸﾞｻ、
　　　　　ｺﾐｶﾝｿｳ、ｷｶｼｸﾞｻ、ｳﾘｸｻ、ｵｶﾄﾗﾉｵ、ﾖﾓｷﾞ、ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ、ﾋﾛﾊﾀﾝﾎﾟﾎﾟ、
　　　　　ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ｳﾘｶﾜ、ｺﾅｷﾞ、ﾄﾀﾞｼﾊﾞ、ｽｽｷ、ﾁｶﾞﾔ、ﾒﾋｼﾊﾞ、ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ等
植生：ｽｽｷ群落、ﾐｿﾞｿﾊﾞ群落、ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ群落、ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ群落、
　　　　路傍・空地雑草群落、水田雑草群落、畑雑草群落、住宅地等

両生類(幼生・幼体) 昆虫類・陸産貝類

セミ類
ｶﾒﾑｼ類
ｺｶﾞﾈﾑｼ類
ｶﾞ類
ﾔﾏﾀﾆｼ
ｲﾌﾞｷｺﾞﾏｶﾞｲ
ﾆｯﾎﾟﾝﾏｲﾏｲ

ﾄｳｶｲﾅｶﾞﾚﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ
ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ

ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ
ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ
ﾈﾊﾞﾀｺﾞｶﾞｴﾙ
ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ

ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ
ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ

ﾄﾝﾎﾞ類
ﾊﾞｯﾀ類
ｶﾒﾑｼ類
ﾁｮｳ類
ﾊﾁ類
ﾏﾒﾏｲﾏｲ
ｵｵｹﾏｲﾏｲ底生動物

ﾋﾒﾈｽﾞﾐ
ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ
ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ
ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ
ﾆﾎﾝｱｶｶﾞｴﾙ
ﾈﾊﾞﾀｺﾞｶﾞｴﾙ

ﾄﾝﾎﾞ類
ｶﾞﾑｼ類
ｺﾞﾐﾑｼ類

ｶｹﾞﾛｳ類
ﾕｽﾘｶ類

ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ
ｱｶﾈｽﾞﾐ
ｶﾔﾈｽﾞﾐ
ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ
ﾋｶﾞｼﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ
ﾄﾉｻﾏｶﾞｴﾙ
ｼｭﾚｰｹﾞﾙｱｵｶﾞｴﾙ

基盤
環境

森林植生 森林植生（一部）、湿地植生、渓流植生 耕作地植生、市街地等

山地　　丘陵地 山地　　丘陵地　　谷底平野 谷底平野

一次
消費者

生
産
者

木本類、草本類、植生 木本類、草本類、植生 木本類、草本類、植生

類型
区分

樹林 水域（渓流・湿地） 耕作地（市街地含む）
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図 5-6-3 生態系模式断面図 
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③指標種 

ａ指標種の選定 

地域生態系の指標種を表 5-6-3 に示す考えに基づき選定した。 

各区分における指標種及び群集とその選定理由を表 5-6-4 に示す。 

上位性として、大型猛禽類の「クマタカ」を選定した。典型性として、「コナラ群落」、

「森林性鳥類群集」、「アズマヒキガエル」、「ネバタゴガエル」を選定した。特殊性として

「湿地」、「貧養地小型植物群落」をそれぞれ選定した。 

 

表 5-6-3 上位性、典型性、特殊性の考え方 

区 分 観 点 

上位性 

生態系を形成する生物群集において栄養段階の上位に位置する種を対象とする。

該当する種は相対的に栄養段階の上位の種で、生態系のかく乱や環境変化などの

影響を受けやすい種を対象とする。 

典型性 

対象地域の生態系の中で生物間の相互作用や生態系の機能に重要な役割を担うよ

うな種・群集、生物群集の多様性を特徴づける種や生態遷移を特徴づける種など

を対象とする。 

特殊性 

小規模な湿地、洞窟、噴気口の周辺、石灰岩地域などの特殊な環境や、砂泥底海

域に孤立した岩礁や貝殻礁などの対象地域において、占有面積が比較的小規模で

周囲にはみられない環境に注目し、そこに生息する種・群集を対象とする。 

 

表 5-6-4(1) 指標種の選定理由 

抽出 

の観点 

指標種 

（群集） 

類型 

区分 
選定理由 

上位性 クマタカ 樹林 ・生態系の上位に位置し、対象事業実施区域及び周辺の

樹林環境を生息地として利用している。 

・森林性のクマタカは 1 年を通じて生息し、リス、ノウ

サギ等の小型哺乳類、ヘビ等の爬虫類、ヤマドリ等の

鳥類を餌とする。 

・対象事業実施区域を含む調査範囲で生息が確認される

とともに、対象事業実施区域を高利用域として利用し

ていることから、地域生態系の上位性に該当すると判

断した。 

典型性 

 

コナラ 

群落 

樹林 ・スギ・ヒノキ植林に次いで広い面積を占めており、調

査範囲の約 24.5％の面積を占めている。 

・当該地域を特徴付ける里山的環境の代表的な生育基盤

であり、階層構造も発達している。生産者として多様

な生物相の生育・生息基盤とされ、当該地域の生物多

様性を支える重要な基盤環境である。 

・小規模なまとまりでモザイク状に分布し、隣接植生も

含めて森林生態系を維持していると考えられるため、

地域生態系の典型性に該当すると判断した。 
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表 5-6-4(2) 指標種の選定理由 

抽出 

の観点 

指標種 

（群集） 

類型 

区分 
選定理由 

典型性 森林性 

鳥類群集 

樹林 ・対象事業実施区域及びその周辺は、樹林環境を主体と

した里山的環境であり、コゲラ、エナガ、ヤマガラ等

の多様な森林性鳥類群集で構成されている。 

・本群集は食植性～雑食性まで様々で、クマタカ等の高

次消費者の餌資源となり、当該地域の生態系の重要な

機能の指標となるため、地域生態系の典型性に該当す

ると判断した。 

アズマヒキガ

エル 

樹林 

水域 

・対象事業実施区域及びその周辺で広く確認されたカエ

ル類であり、主に樹林環境と水域（湿地）環境からな

る当該地域によく適応したカエルである。 

・カエル類はタヌキやイタチ、イノシシ、ヘビ類等の重

要な餌生物と考えられ、生態系の重要な機能の指標と

なるため、地域生態系の典型性に該当すると判断した。

ネバタゴガエ

ル 

樹林 

水域 

・対象事業実施区域及びその周辺で広く確認されたカエ

ル類であり、主に樹林環境と水域（渓流）環境からな

る当該地域によく適応したカエルである。 

・カエル類はタヌキやイタチ、イノシシ、ヘビ類等の重

要な餌生物と考えられ、生態系の重要な機能の指標と

なるため、地域生態系の典型性に該当すると判断した。

特殊性 湿地 水域 ・面積的に小さいがアズマヒキガエル、ニホンアカガエ

ル、モリアオガエル、ネバタゴガエル、ツチガエル等

の両生類、トンボ類等の昆虫類の繁殖地及び生息地と

なっている。特にカエル類の重要な産卵地となってい

る。 

・対象事業実施区域及びその周辺に小規模で点在してみ

られ、特殊な環境であることから、地域生態系の特殊

性に該当すると判断した。 

貧養地 

小型植物群落 

 

水域 ・鉱物質土壌で表土が非常に浅く、泥炭層が発達しない

貧栄養な立地に成立する湿地植物群落である。 

・一般的な湿地に生育するヨシや大型スゲ群落のタイプ

とは異なり、ムラサキミミカキグサ等のミミカキグサ

類、コイヌノハナヒゲ等のイヌノハナヒゲ類、イトヌ

ノヒゲ等のホシクサ類、モウセンゴケ等により構成さ

れる特異な植生景観を呈する。 

・対象事業実施区域周辺で小規模で限られた場所にのみ

みられ、特殊な環境であることから、地域生態系の特

殊性に該当すると判断した。 
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ｂ指標種の生態等 

指標種及び群集の一般的な生態と現地調査における確認状況の概要を表 5-6-5 に示す。 

 

表 5-6-5(1) 指標種の生態等 

区分 
指標種 

（群集） 
一般生態等 確認状況 

上位性 クマタカ ・北海道、本州、四国、九州

に周年生息し繁殖する。 

・営巣地は樹齢が高い林で、

営巣木は特に樹高のある大

木を利用する。 

・餌は、ヤマドリや小型の哺

乳類や小鳥、ヘビ、カエル

等多様な生物を捕食する。 

・対象事業実施区域周辺で

クマタカの生息が確認さ

れた。 

・第一営巣期は、繁殖を行

わなかったと考えられる

が、前年の営巣期に繁殖

したと考えられる幼鳥が

確認された。 

・第二営巣期は、繁殖が確

認され、雛１個体の巣立

ちが確認された。 

典型性 コナラ群落 ・ヤブツバキクラス域の丘陵

から低山地に成立する落葉

広葉樹の二次林。コナラ、

クリ等が優占する。薪炭林

として定期的な伐採により

持続されるが、近年では放

置されるところが多く、荒

廃した林分が目立つ。 

・対象事業実施区域及びそ

の周辺の山地の斜面部等

に小規模なまとまりでモ

ザイク状に分布が確認さ

れた。 

・スギ・ヒノキ植林に次い

で 広 い 面 積 を 占 め て お

り、調査範囲の約 24.5％

の面積を占めている。 

森林性鳥類群集 ・ヒヨドリ、メジロ、コゲラ、

エナガ、ヤマガラ、サンコ

ウチョウ等の多様な森林性

鳥類群集で構成されてい

る。 

・対象事業実施区域及びそ

の周辺の樹林環境や林縁

環境で確認された。 

アズマヒキガエル ・本州の近畿付近から東北部、

伊豆大島、北海道の一部に

自然分布する。 

・水たまり、溝、湿地、池な

どに産卵し、変態直後は極

めて小型で乾燥に弱い。 

・対象事業実施区域及びそ

の周辺の湿地で卵塊や幼

生が確認され、周辺の樹

林地等で成体等が確認さ

れた。 

ネバタゴガエル ・長野県南部、静岡県、愛知

県、三重県の一部に分布す

る。 

・山地性で小渓流の岩の隙間

や地下の伏流水中に卵を球

形の塊として産む。 

・対象事業実施区域内及び

その周辺の渓流とその周

辺 の 樹 林 地 で 確 認 さ れ

た。 
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表 5-6-5(2) 指標種の生態等 

区分 
指標種 

（群集） 
一般生態等 確認状況 

特殊性 湿地 

 

・耕作放棄地等に成立し、ミ

ゾソバ群落、ヤナギタデ群

落等により構成されてい

る。 

・対象事業実施区域及びそ

の周辺の樹林内及び林縁

周辺の耕作放棄地等に小

規模に点在して分布が確

認された。 

貧養地小型植物群落 ・湿性立地に成立する植生の

うち、降水時には湛水し、

乾燥時には水を失うような

低湿地、泥炭質で排水の悪

い湿地、栄養分の堆積しに

くい砂礫質の湿潤な立地等

に成立する小型植物による

群落。ホシクサ属やイヌノ

ハナヒゲ属等の草本が生育

する。 

・対象事業実施区域外の渓

流の源流部近くの１ヶ所

で確認された。 
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ｃ指標種の確認状況 

ア 上位性 

ⅰクマタカ 

ｱ)繁殖状況等 

クマタカの確認例数を表 5-6-6 に示す。 

第一営巣期調査の結果、クマタカは 196 例が確認され、平成 27 年 1 月～8 月までの調査

期間中、継続して飛翔等が確認された。 

第一営巣期は、繁殖を行わなかったと考えられるが、前年の平成 26 年に繁殖したと考

えられる幼鳥が確認されており、この個体に対する餌運び等が確認された。 

第二営巣期調査の結果、クマタカは 342 例が確認され、平成 27 年 11 月～平成 28 年 8

月までの調査期間中、継続して飛翔等が確認された。 

第二営巣期は、繁殖が確認され、平成 28 年 8 月に雛 1 個体の巣立ちを確認した。 

営巣場所が対象事業実施区域から１km 以内にあるが、営巣場所、営巣中心域ともに、対

象事業実施区域と重ならない。 

 

表 5-6-6 クマタカの確認例数 

 

  

オ
ス

メ
ス

不
明

オ
ス

メ
ス

不
明

と
ま
り

旋
回
上
昇

急
降
下

攻
撃

非
攻
撃

狩
り

餌
運
び

巣
材
運
び

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ペ
ア
と
ま
り

交
尾

1月 10 12 10 1 15 2 50 20 12 2 4 4 4 1

2月 10 4 5 15 1 35 27 13 2 4 1

3月 5 8 8 2 10 2 35 13 20 3 1 4 12 1 1

4月 2 1 6 2 5 3 19 1 10 3 1

5月 1 8 5 1 15 1 4 1 2

6月 4 2 2 6 1 15 4 1 1

7月 3 11 1 15 2 4 2

8月 1 1 1 7 2 12 7 3 1

合  計 33 31 40 0 29 7 45 11 196 68 70 11 5 16 1 2 0 18 1 2

11月 11 1 6 18 4 6 1 1 4 4

12月 2 12 4 17 35 24 10 1 4 17 1

1月 10 8 2 19 1 40 30 12 1 11 1 10 2

2月 21 18 9 15 2 3 68 45 14 3 3 9 8 2 4

3月 26 16 1 10 2 2 57 33 24 7 2 6 1 14 1 5

4月 25 6 2 3 1 37 11 13 4 7 6 1

5月 11 2 1 14 2 3 2 6 1

6月 11 2 1 14 2 3 2 2 1 1

7月 19 7 26 1 18 2 8 1

8月 12 20 1 33 9 21 4 4 1 5

合  計 137 98 21 0 72 0 4 10 342 161 124 26 11 74 1 3 1 50 6 9

第
二
営
巣
期

成鳥 若鳥 特徴的な行動

調査時期
合
計

幼
鳥

不
明

第
一
営
巣
期
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ｲ)採食環境 

クマタカの採食環境を「猛禽類保護の進め方（改訂版）」（平成 24 年、環境省）に基

づき、「高利用域最適採食環境」として抽出した。 

高利用域最適採食環境の抽出の考え方は、以下に示すとおりであり、高利用域内の壮齢

林（樹冠が大きく、林内空間が広いと想定される樹林）や伐採跡地、草地等を好適採食環

境として抽出した。 

高利用域最適採食環境の抽出結果は、表 5-6-7 に示すとおりである。 

高利用域最適採食環境は、高利用域内全体で約 353.5ha あり、このうち対象事業実施区

域内には、全体の約 2.4％にあたる約 8.5ha が含まれる。 

 

表 5-6-7 高利用域最適採食環境抽出結果 

全体 対象事業実施区域内 

約 353.5ha 約 8.5ha 

 

 

 

 

  

■高利用域最適採食環境抽出の考え方 

・現地調査で記録された行動のうち採食行動の見られた環境を行動圏内から抽出し、

採食地とした。このうち高利用域内に位置する採食地を高利用域内好適採食地とし

た。 

・採食行動は複数の環境で記録されることが想定されるが、それらの環境と同質な環

境を植生タイプや地形条件等を考慮して分析し、高利用域内からそれぞれ抽出し、

潜在的な好適採食地とした。 

・林縁や疎開地等、観察者から見て確認しやすい環境でも採食を行うことがあるが、

基本的に林内で採食を行うことが多いため、目視観察によって林内の採食場所を見

極めることは難しい。そのため、実際に記録された採食地とは別に、階層構造があ

り林内に空間のある高木林を植生図や航空写真による判読、現地踏査を併用して高

利用域内から抽出し、これも高利用域内好適採食地とした。その際、枝打ちや間伐

が行われておらず林内が茂って暗い人工林は除いた。 
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イ 典型性 

ⅰコナラ群落 

コナラ群落の分布状況を図 5-6-3、コナラ群落の分布面積を表 5-6-8、環境写真を表 5-6-9、

群落調査結果集計表を表 5-6-10 に示す。 

コナラ群落は、山地の斜面部等に小規模なまとまりでモザイク状に約 26.6ha の範囲に

分布している。 

このうち、対象事業実施区域内に 15.1ha、対象事業実施区域内のうち、施設用地、法面、

管理用道路等の造成が計画されている範囲内に 7.5ha が分布している。 

 

表 5-6-8 コナラ群落の分布面積 

調査範囲内 対象事業実施区域内 造成範囲内 

約 26.6ha 約 15.1ha 約 7.5ha 

 

表 5-6-10 に示す群落調査結果からコナラ群落の構成種をみると、高木層にコナラ、カ

スミザクラ、亜高木層にソヨゴ、アラカシ等、低木層にアラカシ、ヒサカ等の生育が広く

みられた。 

表 5-6-9 コナラ群落の環境写真 

  

高木層・亜高木層 低木層 

 

－ 

草本層 － 
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図 5-6-3 コナラ群落の分布状況  
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表 5-6-10 コナラ群落調査結果集計表 

 

 

  

32 30 10 5 30 5 25 15

S80W S80W S20E S30W S80E S30W S40W S30E

斜面
上部

斜面
下部

尾根 谷部
斜面
中部

尾根
斜面
上部

斜面
中部

褐森 褐森 褐森 褐森 褐森 褐森 褐森 褐森

弱 弱 弱 中 中 中 中 中

陽 陽 中陰 陽 陽 陽 陽 陽

乾 適 乾 適 適 適 乾 適

185 200 195 245 246 195 236 293

20 20 15 20 15 15 15 15

16 17 15 17 15 14 17 17

70 75 80 85 70 70 70 70

10 12 9 10 9 7 9 9

30 40 40 10 50 50 50 60

5 4 4 4 4 3 4.5 4

40 45 40 50 30 15 40 20

0.5 0.6 0.4 0.2 0.5 0.7 0.4 0.2

30 15 5 2 75 30 10 5

21 21 17 38 19 22 23 26

コナラ 4・4 4・4 5・5 5・5 3・3 4・4 4・4 4・4

カスミザクラ 2・1 1・1 + 1・1

ソヨゴ 1・1 + 3・3 2・2 1・1 1・1

アラカシ + 1・2 + + + +

ヤブツバキ 3・3 1・1 3・3 3・3

ヒメシャラ + + + 2・2

サカキ + 1・1 1・1 2・2

リョウブ + 2・2 1・1 1・1

アラカシ 1・2 2・2 1・1 1・1 + 1・1 +

ヒサカキ 2・2 + 3・3 2・2 2・2 2・3

サカキ 1・1 1・1 1・1 2・2 + +

ヤブツバキ 2・2 1・1 2・2 1・1 2・2

アセビ 1・1 1・1 3・3 +

モチツツジ 2・2 + + +

ウラジロ 3・3 2・2 +・2 5・5 3・3 +・2 +

アラカシ + +・2 + + + + +

ツブラジイ +・2 + + + + +

ヒメユズリハ + + + +

ミツバアケビ + + + +

コナラ + + + +

クロムヨウラン + + + +

ヤブツバキ + + + +

ヒイラギ + + + +

調査結果

低木層の植被率(%)

草本第1層の高さ(m)

草本第1層の植被率(%)

出現種数

コナラ群落で広くみられた種

項目

面積(m)

高木層の高さ(m)

高木層の植被率(%)

亜高木層の高さ(m)

亜高木層の植被率(%)

低木層の高さ(m)

土壌

風当

低
木
層

草
本
層

地形

方位

傾斜(°)

日当

土湿

海抜(m)

高
木
層

亜
高
木
層
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ⅱ森林性鳥類群集 

ラインセンサス調査及び定点調査結果を基に、樹林環境を利用する鳥類の個体数の割合

及び樹林環境別の鳥類の個体数割合を図 5-6-4 に示す。 

また、調査範囲内の主な樹林環境の分布状況を図 5-6-5 に、主な樹林環境の分布面積を

表 5-6-11 に示す。 

樹林環境で確認された種は、ヒヨドリが最も多く、全体の個体数の約 28％を占め、その

他、メジロ、エナガ、ヤマガラ等の留鳥の樹林性の鳥類が多く確認された。 

樹林環境別でみると、スギ・ヒノキ植林で確認された鳥類の割合が最も多く、次いで落

葉広葉樹林、常緑広葉樹林、アカマツ林の順であり、調査範囲内の植生の占有面積の順と

同じであった。 

森林性鳥類の生息環境となる主な樹林環境は、調査範囲内の大部分を占め、約 100.6ha

の範囲に分布している。 

このうち、対象事業実施区域内に 41.4ha、対象事業実施区域内のうち、施設用地、法面、

管理用道路等の造成が計画されている範囲内に 15.2ha が分布している。 

図 5-6-4(1) 樹林環境を利用する鳥類の 

個体数割合 

図 5-6-4(2) 樹林環境別の鳥類の 

個体数割合 

 

表 5-6-11 主な樹林環境の分布面積 

樹林環境 調査範囲内 
対象事業 

実施区域内 
造成範囲内 

アカマツ林 8.1ha 2.3ha 0.9ha 

落葉広葉樹林 26.6ha 15.1ha 7.5ha 

常緑広葉樹林 13.3ha 6.1ha 0.2ha 

スギ・ヒノキ植林 52.7ha 17.8ha 6.6ha 

合計 100.6ha 41.4ha 15.2ha 

  

ヒヨドリ

28%（218）

メジロ

8%（64）

エナガ

7%（55）

ハシブトガラス

7%（54）

ヤマガラ

5%（38）

キジバト

5%（37）

シジュウカラ

5%（37）

ウグイス

4%（33）

コゲラ

4%（29）

カケス

3%（19）

その他

24%

（ ）内の数字は

確認個体数を示す

スギ・ヒノキ植林

59%落葉広葉樹林

18%

常緑広葉樹林

15%

アカマツ林

8%
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図 5-6-5 主な樹林環境の分布状況  
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ⅲアズマヒキガエル 

アズマヒキガエルは、早春季、春季、夏季、秋季の全ての調査で確認され、調査範囲内

で広く確認された。主な確認場所は、渓流や湿地及びその周辺の樹林地等であり、対象事

業実施区域及びその周辺の代表的な環境を広く利用していた。 

また、繁殖時期である早春季（２月）には、表 5-6-12 に示すとおり樹林内及び林縁の

休耕田跡等の湿地環境を産卵場所として利用していることが確認された。 

表 5-6-12 アズマヒキガエルの産卵場所の環境写真 

  

アズマヒキガエルの産卵環境 アズマヒキガエルの産卵状況 

ⅳネバタゴガエル 

ネバタゴガエルは、早春季、春季、夏季、秋季の全ての調査で確認され、調査範囲内で

広く確認された。主な確認場所は、渓流及びその周辺の樹林地等であり、対象事業実施区

域及びその周辺の代表的な環境を広く利用していた。 

また、繁殖期である春季（４月）には、表 5-6-13 に示すとおり渓流の岩の下や渓流沿

いの樹林地の林床、休耕田の石垣等で鳴き声が確認されたことから、これらの環境を産卵

場所として利用していると考えられる。 

表 5-6-13 ネバタゴガエルの産卵場所の環境写真 

  

ネバタゴガエルの繁殖環境 ネバタゴガエルの繁殖状況 
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ウ 特殊性 

ⅰ湿地 

湿地の分布面積を表 5-6-14、湿地の環境写真を表 5-6-15、群落調査結果集計表を表

5-6-16 に示す。 

湿地は、対象事業実施区域内及びその周辺の樹林地内の耕作放棄地等に約 2.5ha が点在

して分布している。 

このうち、対象事業実施区域内に 1.6ha、対象事業実施区域内のうち、施設用地、法面、

管理用道路等の造成が計画されている範囲内に 1.6ha が分布している。 

群落調査結果から湿地の特徴的な構成種をみると、ミゾソバ、ウシクグ、ヤナギタデ、

アシボソ等がみられた。 

 

表 5-6-14 湿地の分布面積 

調査範囲内 対象事業実施区域内 造成範囲内 

約 2.5ha 約 1.6ha 約 1.6ha 

 

表 5-6-15 湿地環境写真 

  

ミゾソバ群落 ヤナギタデ群落 

  

遠景 遠景 
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表 5-6-16 湿地群落調査結果集計表 

 

 

  

項目

傾斜(°) - - - -
方位 - - - -
地形 平坦地 谷部 平坦地 平坦地
土壌 泥土 泥土 泥土 泥土
風当 中 中 中 弱
日当 中陰 陽 中陰 中陰
土湿 過湿 過湿 湿 湿
海抜(m) 185 168 190 196
面積(m) 0.5 3 0.7 0.5
草本第1層の高さ(m) 0.4 0.3 0.9 0.5
草本第1層の植被率(%) 90 90 100 90
出現種数 11 18 8 10

ミゾソバ 4・4 1・1 +
ウシクグ 2・2 +
ヤノネグサ 1・1 + +

ヤナギタデ + 4・4 5・5 5・5
アシボソ 2・2
ヌカキビ +

ヘビイチゴ +
ミズ 1・2 1・2 +・2 +
イヌトウバナ +
ケチヂミザサ +・2
ヌマダイコン +・2 +
ミズヒキ +
ヤブマメ +
ドクダミ +
アメリカセンダングサ +
ケキツネノボタン + + +
セリ + +
タネツケバナ +
ツユクサ +
ヒメジソ +・2 1・1
イボクサ + +
アマチャヅル +
コケオトギリ +
シュウブンソウ +
チゴザサ +
ミズタマソウ +
コナスビ +
ササガヤ +
トネアザミ +
サヤヌカグサ +・2

その他の種

調査結果

ミゾソバ群落で特徴的にみられた種

ヤナギタデ群落で特徴的にみられた種
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ⅱ貧養地小型植物群落 

貧養地小型植物群落の環境写真を表 5-6-17、群落調査結果集計表を表 5-6-18 に示す。 

貧養地小型植物群落は、対象事業実施区域外の周辺地域１ヶ所で確認された。 

群落調査結果から、貧養地小型植物群落の特徴的な構成種をみると、土壌が泥土の場所

には、ハイチゴザサやミズニラ等が特徴的にみられ、土壌が鉱質土の場所では、マシカク

イ、ホタルイ、ムラサキミミカキグサ等がみられた。 

 

表 5-6-17 貧養地小型植物群落環境写真 

  

ハイチゴザサ群落 ミズニラ群落 

  

マシカクイ群落 遠景 
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表 5-6-18 貧養地小型植物群落調査結果集計表 

 

 

項目

傾斜(°) - - 5 7 -
方位 - - S40W S40E -
地形 谷部 平坦地 谷部 谷部 谷部
土壌 泥土 泥土 鉱質土 鉱質土 鉱質土
風当 中 弱 弱 弱 中
日当 中陰 中陰 陽 陽 陽
土湿 過湿 過湿 適 湿 過湿
海抜(m) 285 285 285 285 160
面積(m) 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5
草本第1層の高さ(m) 0.05 0.1 0.6 0.6 0.2
草本第1層の植被率(%) 80 65 60 80 90
出現種数 6 5 7 7 9
ハイチゴザサ群落で特徴的にみられた種

ハイチゴザサ 5・5
ミズニラ群落で特徴的にみられた種

ミズニラ + 3・3
マシカクイ群落で特徴的にみられた種

マシカクイ 1・2 3・3 1・1
ホタルイ 2・2 2・2 1・1
トラノハナヒゲ 3・3
コイヌノハナヒゲ + 3・4
イトイヌノヒゲ +・2 4・4
イヌコウジュ + 1・2
アゼガヤツリ 2・2
ムラサキミミカキグサ +・2
ホザキノミミカキグサ +

その他の種
ケチヂミザサ 1・2
ヌマダイコン +
ヒメジソ + + +
イボクサ 1・1
コケオトギリ +・2
シュウブンソウ +
チゴザサ +
アケボノソウ +
ツボクサ +
イ +
スズメノコビエ +
ヤマイ +

調査結果
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3.予測 

3-1.工事の実施及び土地又は構造物等の存在及び供用 

(1)予測項目 

①工事の実施 

・建設機械の稼働に伴う騒音による指標種の生育・生息環境等への影響 

・工事の影響による指標種の生育・生息環境等の改変の程度及び内容 

②土地又は構造物等の存在及び供用 

・施設の存在による指標種の生育・生息環境等への影響 

 

(2)予測地域及び予測地点 

調査地域と同様の地域 

 

(3)予測時期 

①工事の実施 

・工事の影響が最大となる時期 

②土地又は構造物等の存在及び供用 

・施設の存在の影響が最大となる時期 

 

(4)予測方法 

予測の手順は、図 5-6-6 に示すとおりである。 

なお、土地又は構造物等の存在及び供用については、新たな改変は行わないため、間接

的影響の検討のみ実施することとした。 

①工事の実施 

ａ建設機械の稼働に伴う騒音による指標種の生息状況への影響 

建設機械の稼働により発生する騒音が、その影響を受けやすい指標種（希少猛禽類）に

対して、著しい影響を及ぼすおそれのある場合は、その影響の程度を、科学的知見、類似

事例及び専門家の意見等を参考に定性的に予測した。 

ｂ工事の影響による指標種の生息環境の改変の程度及び内容 

指標種の生育・生息環境等が消失・縮小する程度を把握し、それらの影響が指標種の生

息地に及ぼす影響の程度を、科学的知見、類似事例及び専門家の意見等を参考に定性的に

予測した。 

②土地又は構造物等の存在及び供用 

指標種の生育・生息環境等の変化の程度を把握し、それらの影響が指標種の生息地に及

ぼす影響の程度を、科学的知見、類似事例及び専門家の意見等を参考に定性的に予測した。 
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図 5-6-6 予測の手順  

 

 

生態系を特徴づける指標種・群集

の選定 

指標種・群集の生育・生息環境の

把握 

対象事業実施区域 周辺地域 

直接的な影響の検討 

工事作業、周辺環境の変化の状況等と指標種・

群集の生育・生息環境等の重ね合わせ。 

・ 限 ら れ た 生 育 ・ 生

息環境等が消失す

る。 

 

・夜間照明、騒音等

により、繁殖活動等

に重 大 な影 響 を及

ぼす。 

・主 な生 育 ・生 息 環

境 等 の 一 部 が 消

失・縮小する。 

 

・主 な生 育 ・生 息 環

境 等 が 分 断 さ れ

る。 

 

・工事作業、周辺環

境 （ 夜 間 照 明 、 水

環 境 等 ） の変 化 の

状 況 等 に よ り 、 生

育 ・生 息 環 境 等 の

環境が変化する。 

・生 育 ・生 息 環 境 等

が改変しない。 

 

・工事作業、周辺環

境 （ 夜 間 照 明 、 水

環 境 等 ） の変 化 の

状 況 等 に よ り 、 生

育 ・生 息 環 境 等 に

変化は生じない。 

・生 育 ・生 息 環 境 等

の一 部 が 消 失 ・ 縮

小 ・分 断 されるが、

周 辺 に も 生 育 ・ 生

息 環 境 等 が広 く分

布する。 

 

・工事作業、周辺環

境 （ 夜 間 照 明 、 水

環 境 等 ） の変 化 の

状 況 等 に よ り 、 生

育 ・生 息 環 境 等 が

変 化 す る が、 周 辺

にも生 息 場 所 が広

く分布する。 

【影響は大きい】 

生育・生息環境等は

保全されない。 

【影響は中程度】 

生育・生息環境等の

一部が保全されない

可能性がある。 

【影響は小さい】 

生育・生息環境等は

保全される。 

【影響は無い】 

生育・生息環境等に

変化は生じない。 

間接的な影響の検討 

予測方法 

確認地域 

生育・生息環境等が 

改変される可能性がある。 

生育・生息環境等が 

改変されない。 

改変区域と指標種・群集の生育・生息環境等の

重ね合わせ。 
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(5)予測結果 

指標種の予測結果は、表 5-6-19 に示すとおりである。 

 

表 5-6-19(1) 指標種の予測結果 

 

上位性：クマタカ

（全国の分布状況）：北海道、本州、四国、九州に周年生息し繁殖する。
（一般生態等）:営巣地は樹齢が高い林で、営巣木は特に樹高のある大木を利用する。採餌
行動は山間の伐採地など開けたところで観察されることが多いが、林内においても行う。森
林地帯での狩に適応している種であり多様な環境を含む森林地帯が生息適地である。

希少猛禽類調査において、第一営巣期に196例、第二営巣期に342例が確認された。
第一営巣期には、前年（平成26年）に繁殖したと考えられる幼鳥が確認され、第二営巣期に
は、１ペアの繁殖が確認された。
鳥類調査時に、夏季に樹林内の湿性草地で羽を1例確認した。
鳥類調査時の確認場所は、対象事業実施区域内のみであった。

工事
の実施

【影響は小さい】
現地調査の結果、対象事業実施区域及びその周辺で第一営巣期に前年に繁殖したと考え
られる幼鳥が確認され、第二営巣期に１ペアの繁殖が確認された。
営巣場所は、対象事業実施区域から800m以上離れており、また、営巣場所から対象事業実
施区域を直接視認できないことから、騒音等の影響により、繁殖環境に変化は生じない。
対象事業実施区域の一部は、クマタカの高利用域内の好適採餌環境であると考えられ、工
事中は対象事業実施区域内の採餌環境は利用できなくなる。
しかしながら、高利用域内の好適採餌環境のうち、対象事業実施区域内に含まれるものは、
全体の2.4％程度であり、また、対象事業実施区域の東～北側にかけて好適採採餌環境が
広く分布していることから、工事の実施による餌環境への影響は小さいものと考えられる。
したがって、生息環境は保全されると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は無い】
営巣場所は、対象事業実施区域から800m以上離れていることから、施設の存在に伴う環境
の変化の状況等により、繁殖環境に変化は生じない。
また、調整池周辺等の樹林地の環境整備を実施し、開けた樹林環境を創出することにより採
餌環境の創出に努める。
したがって、生息環境に変化は生じないと予測される。

指標種名

一般生態

確認状況

予測
結果

典型性：コナラ群落

ヤブツバキクラス域の丘陵から低山地に成立する落葉広葉樹の二次林。コナラ、クリ等が優
占する。薪炭林として定期的な伐採により持続する。近年では放置されるところが多く、林内
にネザサ類や常緑植物が繁茂し荒廃した林分が目立つ。

対象事業実施区域及び周辺の山地の斜面部等に小規模なまとまりでモザイク状に約26.6ha
の範囲に分布している。
そのうち、対象事業実施区域内に15.1ha、施設用地、法面、管理用道路等の造成が計画さ
れている範囲内に7.5haが分布している。

工事
の実施

【影響は中程度】
工事の実施により、対象事業実施区域及びその周辺のコナラ群落のうち約7.5ha（約28％）
が施設用地、法面、管理用道路等の造成により消失・縮小する可能性がある。また、その他
に工事用ヤード及び工事用道路の設置により、一部の樹林地が消失・縮小する可能性があ
る。
したがって、コナラ群落の生育環境の一部が保全されない可能性があると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は小さい】
供用時には、調整池周辺等の樹林地の環境整備を実施し、また、工事ヤード及び工事用道
路の設置により改変された場所に植樹等を行い樹林環境を創出する。
したがって、コナラ群落の生育環境は保全されると予測される。

確認状況

予測
結果

一般生態

指標種名
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表 5-6-19(2) 指標種の予測結果 

 

 

  

典型性：森林性鳥類群集

落葉広葉樹や常緑広葉樹林を繁殖環境等として利用するヒヨドリ、メジロ、コゲラ、エナガ、
ヤマガラ、サンコウチョウ等の多様な森林性鳥類群集で構成されている。

樹林環境で確認された種は、ヒヨドリが最も多く、全体の個体数の約28％を占め、その他、メ
ジロ、エナガ、ヤマガラ等の留鳥の樹林性の鳥類が多く確認された。
森林性鳥類の生息環境となる樹林環境は、調査範囲内の大部分を占め、約100.6haの範囲
に分布している。
そのうち、対象事業実施区域内に41.4ha、施設用地、法面、管理用道路等の造成が計画さ
れている範囲内に15.2haが分布している。

工事
の実施

【影響は中程度】
森林性鳥類群集の生息環境となる対象事業実施区域及びその周辺の樹林環境のうち、約
15.2ｈａ（約15.1％）が施設用地、法面、管理用道路等の造成により消失・縮小する可能性が
ある。また、その他に工事用ヤード及び工事用道路の設置により、一部の樹林地が消失・縮
小する可能性がある。
したがって、森林性鳥類群集の生息環境の一部が保全されない可能性があると予測され
る。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は小さい】
供用時には、調整池周辺等の樹林地の環境整備を実施し、また、工事ヤード及び工事用道
路の設置により改変された場所に植樹等を行い樹林環境を創出する。
したがって、森林性鳥類群集の生息環境は保全されると予測される。

指標種名

一般生態

確認状況

予測
結果

典型性：アズマヒキガエル

（全国の分布状況）：本州の近畿付近から東北部、伊豆大島、北海道の一部に自然分布す
る。
（一般生態等）：日本固有亜種で、低地から山地までに生息する。水たまり、溝、湿地、池な
どに産卵し、変態直後は極めて小型で乾燥に弱い。このため、繁殖場所となる止水環境と、
変態後の生活場所である森林ないし草地との連続性が特に重要である。

湿地及びその周辺の樹林地を主な生息環境としており、また、繁殖時期である早春季（２月）
には、樹林内及び林縁の休耕田跡等の湿地環境を産卵場所として利用していることが確認
された。

工事
の実施

【影響は中程度】
工事の実施により、繁殖場所である湿地の一部が消失・縮小する可能性がある。
また、繁殖場所の湿地の一部（貧養地小型植物群落）は、工事の実施に伴う水環境の変化
による乾燥化が生じる可能性がある。
したがって、繁殖場所である湿地環境の一部が保全されない可能性があると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は中程度】
管理用道路等により、繁殖場所である湿地と周辺の樹林の移動経路に分断が生じる可能性
がある。
したがって、繁殖場所である湿地と周辺環境の連続性が一部保全されない可能性があると
予測される。

指標種名

一般生態

確認状況

予測
結果



 

5-6-30 

表 5-6-19(3) 指標種の予測結果 

 

 

  

典型性：ネバタゴガエル

（全国の分布状況）：長野県南部、静岡県、愛知県、三重県の一部に分布する。
（一般生態等）：形態はタゴガエルに極めて似てほとんど区別できない。山地性で小渓流の
岩の隙間や地下の伏流水中に卵を球形の塊として産む。

渓流及びその周辺の樹林地を主な生息環境としており、繁殖期である春季（４月）には、渓
流の岩の下や渓流沿いの樹林地の林床、休耕田の石垣等で鳴き声が確認されたことから、
これらの環境を産卵場所として利用していると考えられる。

工事
の実施

【影響は中程度】
工事の実施により、繁殖場所である渓流の一部が消失・縮小する可能性がある。
また、繁殖場所の一部は、沈砂池より上流側に位置するため、工事に伴い発生する濁水等
の影響により、一部の繁殖場所の水環境が変化する可能性がある。
したがって、繁殖場所である渓流環境の一部が保全されない可能性があると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は中程度】
管理用道路等により、繁殖場所である渓流と周辺の樹林の移動経路に分断が生じる可能性
がある。
施設の存在に伴い発生する各排水は、施設内で再利用し、外部へ排出しないことから繁殖
場所の水環境に変化は生じない。
したがって、繁殖場所である渓流と周辺環境の連続性が一部保全されない可能性があると
予測される。

確認状況

予測
結果

一般生態

指標種名

特殊性：湿地

湿地は、渓流沿いの耕作放棄地等に成立しており、ミゾソバ群落、ヤナギタデ群落等により
構成されている。

湿地環境は、対象事業実施区域内及びその周辺の樹林地内の耕作放棄地等に約2.5haが
点在して分布している。
そのうち、対象事業実施区域内に1.6ha、施設用地、法面、管理用道路等の造成が計画され
ている範囲内に1.6haが分布している。

工事
の実施

【影響は中程度】
工事の実施により、対象事業実施区域及びその周辺の湿地のうち、約1.6ha（約64％）が施
設用地、法面、管理用道路等の造成により消失・縮小する可能性がある。
したがって、湿地環境の一部が保全されない可能性があると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は無い】
周辺地域の湿地は、対象事業実施区域から離れており、また流域も異なることから、施設の
存在により湿地環境に変化は生じない。
したがって湿地環境に変化は生じないと予測される。

指標種名

一般生態

確認状況

予測
結果
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表 5-6-19(4) 指標種の予測結果 

 

  

特殊性：湿地（貧養地小型植物群落）

湿性立地に成立する植生のうち、降水時には湛水し、乾燥時には水を失うような低湿地、泥
炭質で排水の悪い湿地、栄養分の堆積しにくい砂礫質の湿潤な立地等に成立する小型植
物による群落。ホシクサ属やイヌノハナヒゲ属等の草本が生育する。

対象事業実施区域外の周辺地域の渓流の源流部に１ヶ所で確認された。
鉱物質土壌で表土が非常に浅く、泥炭層が発達しない貧栄養な立地に成立し、ムラサキミミ
カキグサ等のミミカキグサ類、コイヌノハナヒゲ等のイヌノハナヒゲ類、イトイヌノヒゲ等のホシク
サ類、モウセンゴケ等により構成されている。

工事
の実施

【影響は大きい】
工事の実施により、貧養地小型植物群落の消失・縮小は生じないが、工事の実施に伴う水
環境の変化により、湿地環境の乾燥化が生じる可能性がある。
したがって、貧養地小型植物群落が保全されない可能性があると予測される。

土地又
は構造
物等の
存在及
び供用

【影響は大きい】
施設の存在に伴う水環境の変化により、湿地環境の乾燥化が生じる可能性がある。
したがって、貧養地小型植物群落が保全されない可能性があると予測される。

指標種名

一般生態

確認状況

予測
結果
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4.評価 

4-1.工事の実施 

(1)建設機械の稼働、工事の影響 

①評価の手法 

建設機械の稼働及び工事の影響による指標種への影響が、事業者により実行可能な範囲

内でできる限り回避され、又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保

全についての配慮が適正になされているかどうかを明らかにする。 

 

②環境保全措置 

予測の結果、工事の実施による影響が「影響は大きい」又は「影響は中程度」と予測さ

れた種を表 5-6-20 に示すとおり、本事業における保全対象種とし、建設機械の稼働及び工

事の影響に伴う影響を低減するために、表 5-6-21 に示す環境保全措置を実施する。 

また、その他の動植物全般を対象とした表 5-6-22 に示す環境保全措置についても実施

する。 

 

表 5-6-20 保全対象種一覧 

分類 種名 影響 予測結果 

典型性 コナラ群落 

中 

約 7.5ha のコナラ群落が消失する可能性があるため、

コナラ群落の生育環境が保全されない可能性があると

予測される。 

森林性鳥類群集 

中 

約 15.2ha の樹林環境が消失・縮小する可能性があるた

め、森林性鳥類群集の生息環境が保全されない可能性

があると予測される。 

アズマヒキガエル 

中 

繁殖場所である湿地の一部が消失・縮小する可能性が

あることから、生息環境の一部が保全されない可能性

があると予測される。 

ネバタゴガエル 

中 

繁殖場所である渓流の一部が消失・縮小する可能性が

ある。また、繁殖場所の一部は、沈砂池より上流側に

位置するため、工事に伴い発生する濁水等の影響によ

り、一部の繁殖場所の水環境が変化する可能性がある

ことから、繁殖場所である渓流環境の一部が保全され

ない可能性があると予測される。 

特殊性 湿地 

中 

約 1.6ha の湿地が消失・縮小する可能性があることか

ら、湿地環境の一部が保全されない可能性があると予

測される。 

湿地 

（貧養地小型植物

群落） 
大 

工事に伴う水環境の変化により、湿地環境の乾燥化が

生じる可能性があることから、貧養地小型植物群落の

生育環境が保全されない可能性があると予測される。

注）表中の「影響」に記載した「大」、「中」の説明は以下のとおりである。 

大：影響は大きい 中：影響は中程度  
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表 5-6-21 保全対象種を対象とした環境保全措置一覧（工事の実施） 

影響 保全対象種 
措置の

区分 
環境保全措置 

生 息 環 境

の消失 

ネバタゴガエル 回避 施設配置

の変更 

・施設配置を変更し、対象事業実

施区域内の１つの沢を回避し、

生息環境の一部を回避する。 

・沢の改変を回避することによ

り、まとまった樹林環境を保全

する。 

コナラ群落 

森林性鳥類群集 

低減 改変域の

最小化 

・工事施工ヤード及び工事用道

路の設置に伴う改変をできる

限り小さくし、樹林環境の一部

の改変を回避する。 

樹林環境

の創出 

・工事施工ヤード及び工事用道路

の設置に伴う改変により裸地

になった場所及び造成地の法

面には、植樹等を行い樹林環境

を創出する。 

・アクセス道路の法面は、周辺樹

林地から飛散種子による緑化

を行う。飛散種子が定着しやす

いよう、法面には植生マットを

設置する。なお、設置する植生

マットは、緑化植物の種子を含

まない製品とする。 

・植樹に用いる樹種は、周辺樹林

の主な構成種であるコナラ等

を用いる。 

アズマヒキガエル 

湿地 

回避・ 

低減・ 

代償 

改変域の

最小化 

・調整池工事等に伴う改変をで

きる限り小さくし、湿地の改変

を可能な範囲で回避する。 

・回避が困難な場合は、調整池の

一部に浅瀬（湿地環境）を再生

する。 

生 息 環 境

の変化 

ネバタゴガエル 低減 濁水発生

の抑制 

・濁水の発生が予想される激し

い降雨時は、シートによる裸地

の被覆等で、濁水の発生を防止

する。 

湿地（貧養地小型植物

群落） 

低減 湿地環境

の保全 

・湿地の乾燥化を抑制するため、

地表水の流れや地下水の低下

が抑制可能な工法を検討する

とともに、定期的なモニタリン

グを行う。 
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表 5-6-22 その他の動植物全般を対象とした環境保全措置一覧（工事の実施） 

影響 
措置の 

区分 
環境保全措置 

水質の変化 低減 濁水・アルカリ

排水の抑制 

・降雨時に発生する濁水は、沈砂池で滞留さ

せ自然沈降後の上澄み水を放流すること

により、下流における濁水の影響の低減に

努める。 

・工事期間中で長期に出現する裸地に対し

ては、シート掛けを行い、濁水の発生を防

止する。 

・掘削工事やコンクリート打設工事後など、

濁水やアルカリ排水が発生し易い施工時

期を事前に確認し、早い段階で十分な対応

できるように、施工業者に対して指導す

る。 

・施工中は、濁水やアルカリ排水に対応でき

る排水処理設備等を設けるとともに、１日

３回（工事開始前、工事実施中、工事終了

後）の排水の計測を行い、管理を行う。 

・排水基準よりも厳しい自主管理目標値

（SS:70mg/L、pH：6.5～7.8）を設け、目

標値に適合しない数値が確認された場合

は、状況により工事を中断して防止対策の

検討を行う。 

沢の流量の変化 低減 沢 の 流 量 変 化

の抑制 

・沢の流量に変化が生じないように法面か

らの浸透水はできる限り流下させる等の

配慮を行うなど、水文環境の変化に留意し

ながら法面等の施工を行う。 

光環境の変化 低減 照 明 か ら の 光

の漏洩を抑制 

・工事時間は原則として、８時～17 時とし、

夜間照明の使用は極力減らす。 

生息環境の変化 低減 工 事 従 事 者 へ

の講習・指導 

・工事従事者への講習・指導を実施し、工事

区域外への不要な立入り等を制限し、踏み

つけ等による注目すべき種への影響を低

減する。 

外来植物への対策 低減 外 来 植 物 の 持

ち込み・持ち出

し、定着の抑制

・外来植物の種子等の持ち込み・持ち出しを

防止するため、工事用車両のタイヤ等の洗

車を徹底する。 

・工事区域内の裸地等に外来植物の侵入が

確認された場合は、除草等の適切な管理を

実施し、外来植物の定着を防止する。 

・なお、調査範囲内で特定外来生物の生育・

生息は確認されていない。 
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③評価の結果 

工事の実施にあたり、前掲表 5-6-21 及び表 5-6-22 に示した環境保全措置を実施するこ

とから、建設機械の稼働及び工事の影響による生態系への影響は軽減される。 

以上より、事業者により実施可能な範囲内で回避・低減が図られていると評価される。
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4-2.土地又は構造物等の存在及び供用 

(1)施設の存在 

①評価の手法 

施設の存在による動物への影響が、事業者により実行可能な範囲内でできる限り回避さ

れ、又は低減されており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適

正になされているかどうかを明らかにする。 

 

②環境保全措置 

予測の結果、施設の存在による影響が「影響は大きい」又は「影響は中程度」と予測さ

れた種を表 5-6-23 に示すとおり、本事業における保全対象種とし、施設の存在に伴う影響

を低減するために、表 5-6-24 に示す環境保全措置を実施する。 

また、その他の動植物全般を対象とした表 5-6-25 に示す環境保全措置についても実施

する。 

 

表 5-6-23 保全対象種一覧 

分類 種名 予測結果 

典型性 アズマヒキガエル 

中 

管理用道路等により、繁殖場所である湿地と周辺の樹

林の移動経路に分断が生じる可能性があることから、

湿地と周辺環境の連続性が保全されない可能性がある

と予測される。 

ネバタゴガエル 

中 

管理用道路等により、繁殖場所である渓流と周辺の樹

林の移動経路に分断が生じる可能性があることから、

渓流と周辺環境の連続性が保全されない可能性がある

と予測される。 

特殊性 湿地（貧養地小型

植物群落） 
大 

施設の存在に伴う水環境の変化により、湿地環境の乾

燥化が生じる可能性があることから、貧養地小型植物

群落の生育環境が保全されない可能性があると予測さ

れる。 

注）表中の「予測結果」に記載した「大」、「中」の説明は以下のとおりである。 

大：影響は大きい 中：影響は中程度 
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表 5-6-24 環境保全措置一覧（施設の存在） 

影響 保全対象種 
措置の

区分 
環境保全措置 

生息・生

育 環 境

の消失 

アズマヒキガエル 

（湿地） 

代償 産卵場所

の再生 

 

湿 地 環 境

の創出 

・調整池の一部に浅瀬

（湿地環境）を造り、

保全対象種の産卵環

境（湿地）を再生する。

・現在の産卵場所の改

変を回避できた場合

は、新たな産卵場所は

創出せず、既存の産卵

場所（湿地）の保全を

行う。 

生息環境

の創出 

樹 林 環 境

の改善 

・調整池周辺の樹林地

の環境整備や植樹等

により、産卵場所（湿

地）周辺の樹林環境を

改善する。 

生息・生

育 環 境

の変化 

アズマヒキガエル 

ネバタゴガエル 

低減 移動経路

の確保 

・産卵場所と周辺樹林の移動経路を

確保するため、調整池予定地周辺の

アクセス道路及び管理用道路の側

溝は、落下した保全対象種等の小動

物が自力で脱出できる環境配慮型

側溝とする。 

湿地（貧養地小型植

物群落） 

低減 湿地環境

の保全 

・湿地の乾燥化を抑制するため、地表

水の流れや地下水の低下が抑制可

能な工法を検討するとともに、定期

的なモニタリング及び除草管理を

行う。 
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表 5-6-25 その他の動植物全般を対象とした環境保全措置一覧（施設の存在） 

影響 
措置の 

区分 
環境保全措置 

水質の変化 低減 水のよごれの 

抑制 

・対象事業実施区域内で発生するご

みピット排水、プラント排水及び生

活排水は、施設内で再利用し、対象

事業実施区域外へ放流しない。 

・雨水は、一度調整池に放流した後に

周辺河川に排水する。 

沢の流量変化 低減 沢の流量変化の

抑制 

・雨水排水は、現況の流域を考慮した

排水計画とし、沢の流量の変化を抑

制する。 

光環境の変化 低減 照明からの光の

漏洩を抑制 

・道路灯、街路灯などは、指向性が高

く、配光制御が容易な LED 又はルー

バーやフードを用いて、照明からの

光の漏洩を抑制する。 

外来植物への対策 低減 外来植物定着の

抑制 

・創出した湿地環境や貧養地小型植

物群落、敷地内の緑地や法面等に外

来植物の侵入が確認された場合は、

除草等の適切な管理を実施し、外来

植物の定着を防止する。 

 

③評価の結果 

土地又は構造物等の存在及び供用にあたっては、前掲表 5-6-24 及び表 5-6-25 に示した

環境保全措置を実施することから、施設の存在による生態系への影響は軽減される。 

以上より、事業者により実施可能な範囲内で回避・低減が図られていると評価される。 
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